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　Architecture for the elderly is unsociable surrounding because safety aspect and easy to 
control the people. Such unsociable surrounding make elderly be isolated from local community. 
But architecture for the elderly should be aged can make good relationship with people in the 
region and can learn to fit into society. In this case ,propose an architecture for the elderly 
including publicness. Therefore elderly can live a life have a close connection with local residents.
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１. はじめに
(1) 研究背景
　2011 年現在、日本の高齢者が総人口に占める割合（高
齢化率）は 23.3％である。高齢化率は今後も上昇を続け、
2013 年 に 25.2 ％、2035 年 に は 33.7 ％、2055 年 に は
40.5％に達し、国民の 5 人に 2 人が 65 歳以上の高齢者に
なると推計される。このような現状から、これから先、高
齢者を対象とした住宅、施設、公共サービス、ビジネス等
が増えていくと考えられる。
(2) 研究目的
　現在の高齢者向けの施設は内部での生活を充実させ、安
全の面から閉鎖的な環境をつくっている。このような閉鎖
的な施設というのは周りの地域から孤立し、隔絶される傾
向にあるように思う。本来、高齢者向けの施設というのは
高齢者が積極的に周辺の人と関わり合うことで、孤独な思
いをせず、社会性を持ちながら生活する場なのではないか
と考える。本設計では、高齢者施設に公共性を付加させる
ことで高齢者が周辺の地域や環境と密接に関わり合いな
がら生活できるような建築を提案する。
(3) 研究方法
a:　本設計において『公共性』を共同利用・不特定多数の
利用として考え、「街路を内包」、「公共的な用途を複合」
させることにより『公共性』を持った高齢者施設を計画し
ていく。
b:　東京都台東区谷中 2 丁目 17 にある「谷中老人ホーム」
を対象敷地とし、敷地の分析・考察を行う。そこから、地
域特性を読み取り建築空間へ応用していく。
２. 計画
(1) 公共性
a: 街路を内包
　高齢者施設の敷地を周辺住民の日常動線として道を通
すことで、高齢者の生活と住民の生活が重なり、いつもお
互いの存在を感じながら生活することができると考えた。
b: 公共的な用途を複合
　高齢者施設に関係のない人でも利用できる公共的な用
途を敷地内に複合させて計画することで、この場所を目的
に訪れる人が増え、より多くの人々と高齢者の関わりが生
まれると考えた。
(2) 敷地分析
計画地概要
住所：東京都台東区谷中 2 丁目 17
用途地域：第一種住居地域
敷地面積：約 3,651㎡
許容建蔽率：60%
許容容積率：300%
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図 1. 計画敷地航空写真
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a: 路地にあふれる生活がつくるコミュニティ
　均質なグリッドに沿って住宅が高密に配置され、人が
やっとすれ違うことのできるくらいの道が通っているの
がこの街の特徴の一つといえる。住民の多くは自分たちの
領域をはみ出し、生活空間を外部の路地へ拡張している。
このように自分の領域とも他人の領域とも言えない中間
領域のような場所では、互いの生活を身近に感じ、地域間
でのコミュニティを形成するきっかけになっているので
はないかと考える。
b: へびみちがつくりだす賑わい
かつての川の流れに沿って蛇行した道が住宅街を通って
いる。曲がりくねった道により視線が遮られ奥へ行ってみ
る楽しさや、そこで展開される古本市や雑貨屋、カフェな
どに立ち寄ってみる等といった魅力がある。このような魅
力に惹きつけられ、この街に住んでいる人だけではなく訪
れてくる人が楽しむことができる場所であるのではない
かと考える。
c: 小さなスケール、活動が持つポテンシャル
　小さなスケールの生活が積み重なり、街としての営みを
形成している。また、メイン通りの表と裏ではスケールが
異なる。そのような “ 通り ” にはみ出る行為が連鎖してい
き、商店街のにぎわいや路地スペースのような人間味があ
る空間やネットワークが存在する。
３. 設計
(1) 敷地・プログラム
　敷地は、台東区谷中の「谷中老人ホーム」とその周辺の
住宅を含んだ敷地。そこに高齢者向けの施設、地域のコ
ミュニティセンター、既存住民のための住宅を複合した地
域施設を計画する。
(2) ゾーニング
周囲の道の性質の違いから各プログラムを配置する。
a: 西側
　人通りの多い西側には、コミュニティセンターの入口や
カフェを配置。
b: 東側
　車の通れる東側の大通りには、通所介護用の送迎車を止
めるスペースと高齢者施設の入口を配置。
c: 南側・北側
　南北の幅の狭い路地や住宅の密集に合わせて、住戸を配
置する。
(3) 街路を通す
　周りの建物の密度などをもとに敷地内を通り抜けられ
るように街路を通して、高齢者の活動を身近に感じること
ができるようにする。ここでは、周辺の都市構造の特徴を
もとに、性格の異なる 2 種類の道を通す。
a: 路地空間
　幅の狭い路地のような空間で、高齢者の活動や住民の生
活があふれ出るようにする。
b: 蛇行した道
　蛇行した道を建物の地下にくぐらせ、ギャラリーや図書
室などの文化的な機能と高齢者の活動を見ることができ
るようにする。
(4) 中間領域
　住居や高齢者の居室は、生活が領域をはみ出していくよ
うな形態とし、最低限のプライバシーを保ちながら外部空
間へと生活領域を広げることができる。
(5) 高齢者施設の内部システム
a: 階層で分ける
　高齢者施設の 1F は、リハビリやデイサービスなど高齢
者の活動の空間を配置し、入居している高齢者と通いで来
る高齢者が利用できるようにする。2F、3F は入居者の個
室があり、入居者同士のプライベートな交流関係が生まれ
るようにする。
b: 居室をグループ化
　居室をグループ化し、トイレや機械浴室等必要な機能と
居室群との距離の違いで介護や支援の必要度合いを分け
る。そうすることで、的確な人員配置が可能となり、効率
的な介護をすることができるのではないかと考えた。
(6) 地域コミュニティセンター
a: 図書コーナー
　室内に本棚を置き、外部の上の層がはね出した下の空間
や地下の半屋外空間、段差、敷地内に配置されたストリー
図 2. 蛇行した道が建物の下へ入り込む
図 4. 外部通路での交流
図 3. 周辺の路地を延長する
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トファーニチャーで本を読むことで、その活動が外部にあ
ふれ出ていく。
b: ギャラリー
　周辺で活動するアーティストの展示空間へ西側のへび
みちからアプローチし、そこから派生していくように地下
へ降りていく道が半外部の展示空間になっている。そこに
は、高齢者施設のイベント ( 例 . 俳句会、書道教室、絵画
教室 ) で制作された作品が展示されている。上層の吹き抜
けやガラスで隔てられた室を通して実際に行われている
高齢者の活動を垣間見ることができる。
c: 集会室
　2 階部分に 4 室配置し、西側の大階段からアプローチす
る。高齢者施設とも、水平な動線で行き来することができ
るため、大人数が集まるときに利用することができる。
(7) 住居
　その場所に住んでいる人が住めるようにする。また、単
身者向けの住居をつくることでより多くの世代がこの場
所で生活を送り、交流することが可能となる。
４. おわりに
　本設計では、人口の高齢化を背景として、高齢者施設を
中心とした地域施設の提案を行った。今回は「谷中」の持
つ地域特性をもとに建築を構成することで、高齢者が周囲
との関わりを持ちながら生活することができると考えた。
今後ますます高齢者人口が増加していく中で、高齢者施設
というものが、地域の人々にとって良好な地域生活を送
り、敷地で起こる活動を身近に感じながら生活する場とな
ることを期待する。
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図 6. 高齢者の生活と地域住民の活動が交差する
図 5. 大階段に人が溜まる
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